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『E年 の平穏無事を願い r』

祝詞奏上・厄払いの儀に続いて6本

の破魔矢が放たれ、いよいよ護摩焚き

の点火。新しいお札を手にして立ち昇

る煙にかざしたり、くぐり抜けながら

無病息災 。身体堅固を願いました。

また、昨年の古いお札やお守りなど

をお祓いして頂き、一年間のお礼を唱

え感謝の気持ちを表しました。

1月 3日 の朝、私達の町が一望で

きる竜王山の山頂で、新春恒例の“龍

王お火焚き祭"がありました。田頭

講社の皆さんが、地域の守り神「人

大龍王」をお祀りしており、笠岡地

区の人達も大勢参拝し、お互いに年

始の挨拶を交わされていました。

やしろ

お 社 から少し離れた場所にたたずむ

『三体のお地蔵様』、 いわれなど詳しく調
べておりませんが、笠岡の町を見下ろす場

所で随分昔から私達の暮らしを見つめてお

られる様子でした。

私達の町で長く続いている活動「地域の

お宝」の一つではないでしょうか。

皆様からも色々な情報をお寄せ下さい。
一 会 長 一
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『まちづくり協議会事務所』 笠岡市笠岡2627番 地 〔元郵便局 1階〕
電話(FAX兼): 63-5949

『 開 館 日 』 月 B tt e金曜日の 14時～ 17時まで



ぽ蚕面蚕面曰 “今日から出来る見守り,活動"
子育て部会では『ひまわり隊の活動』について探って来ました。「ひまわり隊がいつ結成され」
「どんな経過をたどり」そして「現在はどの様I なっているか」少しはご理解を頂けたと思いま
す。また、前回は 1・ 2年生の下校体制をお伝え
活動が子ども達を支えていることも分り、“放課
しなければなりません。

少子化が進み、子ども達を取り巻く環境も

大きく変わっている私達の町、これまでの活

しましたが、公民館の呼びかけで始まった地域
後こども教室"でお世話を下さる方々にも感謝

動にとらわれず、まずは出発点に戻つて「地   |:オ

域ぐるみで子どもを守る」という意識を高め
る工夫が必要であり、以前ご紹介した rだれ
でもがJ「できる範囲で」『できる時間に」
「肩の力をぬいて」「長く続けたい」という
“キ■ワ~ドP,に沿つて、地域の大人全員が
日常生活の中で何気なく子どもの安全を気に
かけてもらえたらと思います。 
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おはよう !

気をつけて

『生活の中で見守りの意識付けを !』
見守り活動に決まった形はありませんが、「掃除をしながらと『花に水をやりなが
の散歩をしながら」など、毎日行っていることを子ども達の活動時間帯に合わせる
少しの工夫で活動することができます。「おはようJ「おかえり」と声をかけるのも
見守りです。どうかよろしくお願いいたします。 一 子育て部会長 秋田 悦子
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～市制施行60周年記念事業～

「まちづくり請演会」のご案内
広報かさおか 1月号でもお知らせしていますが、市制
施行60周年記念事業として笠岡市主催の「まちづくり
講演会Jが開催されます。
笠岡地区の皆様も是非ご参加下さい。
O同時 2月 16日 (土)13時 30分～ 15時30分
O場所 笠岡グランドホテル 1階
0講師 福山市立大学都市経営学部
教授 前山 総一郎さん

O演題 「日本と世界における協仰のまちづくりの最先端」
―今、本格化する笠岡の協働のまちづくりを考える一

〇申込先 協働のまちづくり課
電話 :69-2123 FAX:69-2184

今日0(工この指とまれ
まちづくり請演会
騒鍋温星婁県婁鉾田隅協γ雷ょ謝
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『日本と世界における
協側のまちづくりの最先端Jい●、糊 け●笠Hり購 のまもづくりt,えるi
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日2月  2日 (土 )
・ 2月  6日 (水 )
“2月 27日 (水)

9:30～ 第4回子ども新聞部の活動日です。 (第 5回は 3/2を予定)
14:OO～  第 5回役員会を開催予定です
14:30～  第5回 くらし部会を開催予定です。
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O定員は 100人で、2月 8日 (金)が申込期限です。 猟幽磐転
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